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In the recent global community, Education for Sustainable Development(ESD) has 
progressed. In this report, I perform a study on ESD from a viewpoint of the culture 
reception based on a trend of such global community.
This writer attended at a meeting held in June, 2012. Therefor, based on the 
document which I obtained in this meeting, I perform this study.
The contents constitution of this study is as follows
      1. A variety of opinions about the cultural reception
      2. "The Culture" has been noted in Rio+20
      3. The cultural tourism leads to the cultural reception
















A Study about Educating towards A Sustainable Society from




教育／持続発展教育（Education for sustainable development ：ESD　以下 ESD とする）」
政策である。
　ESD 政策の登場について、簡単に説明すると、環境に主眼を置く持続可能な社会づく
り政策が先行する国際情勢の中で、教育を重視した姿勢で、国連に「ESD の 10 年」を提
案するよう主張したのは、日本である（ちなみに先に触れた「環境と開発に関する世界
委員会」の設置も日本の提案がきっかけとなっている）。この国連への提案が実を結び、
2005 年から 2014 年までの 10 年をその期間とする「国連持続可能な開発のための教育
の 10 年（United Nations Decade of Education for Sustainable Development：UNDESD 
以下 DESD とする）」が採択された。この政策のリードエージェンシーには、ユネス
コが選ばれた。さらに ESD を地域で実施する拠点（Regional Centres Of Expertise on 
Education for Sustainable Development：RCE　以下 RCE とする ) が国連大学により世
界各地で認定され、日本では、仙台（広域圏）と岡山が、初年度（2005 年度）に RCE に
認定された。



























































早く公式に ESD に取り組むことを表明した地域の一つであり、DESD の初年度（2005 年


































































































　リオ＋ 20 は、2012 年 6 月 20 日から 22 日までの期間、ブラジルのリオデジャネイロ市
で開催され、加盟 188 カ国とオブザーバー 3 カ国からの首脳や閣僚が参加したほか、各国・
地域の行政官や国際機関職員、民間企業や市民団体から約 4 万人（3 万や 5 万との報道も
ある）が参加し、国連の会議としては、最大級のものとなった。



































































　リオ＋ 20 においては、公式会合に先立って、2012 年 6 月 17 日から 19 日にかけて、世
界各地から先住民族が集まり、自決と持続可能な発展に関する国際先住民会議（Indigenous 




























































































































































 3） ESD と多文化共生に関しては、西井麻美「持続可能な社会にむけた教育における〔知〕
に関する考察」（ノートルダム清心女子大学紀要文化学編第 33 巻第 1 号　2009 年）を参
照してもらいたい。
 4）田所清克『ブラジル学への誘い』世界思想社　2001 年
 5）UNESCO UNIVERSAL DECLARATION ON CULTURAL DIVERSITY, Adopted 




 7）Peter Brooker, Cultural Theory A Glossary, Great Britain, 1999.　邦訳　有元健・本
橋哲也訳　『文化理論用語集』　新曜社　2003 年




10）文部科学省　「文部科学広報　No.153」平成 24 年 8 月号　p.9.
11）文化遺産国際協力コンソーシアム「イリーナ・ボコバ　ユネスコ事務局長　講演会記
録 ［ユネスコの文化遺産保護政策］」2012 年 2 月　p.9.
12）毎日新聞（東京朝刊）　2012 年 6 月 4 日付け「リオ＋ 20：ボコバ・ユネスコ事務局長
寄稿教育の質向上へ努力を」
13）毎日新聞（東京朝刊）　2012 年 5 月 25 日付け「リオ＋ 20：ボコバ・ユネスコ事務局
長寄稿文化の保護・育成を」
14）UNESCO, From Green Ecomonies to Green Societies, UNESCO’s Commitment to 
Sustainable Development, 2012.
15）三宅彩以、野口扶弥子監訳「ボン宣言」2009 年 4 月 11 日 ESD 世界会議にて採択
16）The Future We Want, Rio ＋ 20, 2012.
17）Rio ＋ 20 International Conference of Indigenous Peoples on Self- Determination 
and sustainable Development, 19 June, 2012, Rio De Janeiro.
18）持続可能な社会に求められる新たな「知」については、西井麻美「持続可能な社会に
むけた教育における〔知〕に関する考察」（ノートルダム清心女子大学紀要文化学編
第 33 巻第 1 号　2009 年）および、西井麻美「持続可能な社会に向けた教育における
［知］のアプローチについて」（ノートルダム清心女子大学キリスト教文化研究所年
報 XXX Ⅲ　2011 年）を参照願いたい。
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19）15）同書
20）文化庁、環境省及び林野庁「〔富士山〕の世界文化遺産推薦について（案）」平成 23 年 9 月
21）社団法人日本ユネスコ協会連盟『守ろう地球のたからもの　豊かな世界遺産編』2011 年
22）Greoux les Bains, Second Meeting of The UNESCO/UNITWIN NETWORK, Final 
Report, France, 2006.
23）UNESCO, Cultural Tourism, Rio ＋ 20, 2012.
24）21）同書
